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急ピッチに再開発が進み、新しい街として歩みはじめている汐
留エリア。汐留の地名は、この地の土橋に江戸城の外堀と海と
を仕切る堰を設けて潮の干満が中に及ぶのを防いだことによる
と言われています。

そんな歴史のある汐留エリア、今回は「鉄道」にフォーカスして
古の汐留、新橋を散策してみましょう。
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INFORMATION

旧旧旧旧新橋停車場新橋停車場新橋停車場新橋停車場JR新橋新橋新橋新橋駅駅駅駅 
港区東新橋1丁目5番3号 
展示室は月曜休（祝祭日の場合は翌日休） 
展示室は11:00～18:00（入館は閉館の15分前まで） 
入場料は無料 

鉄鉄鉄鉄道道道道のののの夜明夜明夜明夜明けけけけ ～～～～新橋停車場新橋停車場新橋停車場新橋停車場

 汐留シオサイトの北側に再建された「旧新橋停車場」。汐留跡地の再開発に先立って

行われた発掘調査で出土した遺構の保護と鉄道発祥の地を後世に伝えるため、当時

の場所に当時の姿で再建された駅舎です。明治５年の旧暦９月12日、この停車場から

日本で初めての列車が横浜に向けて発車、日本の鉄道の歴史はここから始まりまし

た。駅舎の傍らに０哩（ぜろまいる）標識（※）や軌道も敷設されているので、先人たちの

偉業を実感することができます。

 文豪の永井荷風は、「停車場内の待合所は、最も自由で最も居心地よく、聊かの気兼

ねもいらない無類上等のcafeである」と、往時の新橋停車場を評しました。威風堂々とし

たその姿は、いま眺めても華やかさがあります。西洋建築が珍しかった明治初期の新

 
▲旧新橋停車場（駅舎玄関側）



橋停車場は、日本初の旅客ステーションとして、華やかな賑わいで活気あふれる社交

場だったのかもしれません。

無類上等無類上等無類上等無類上等ののののcafeをををを味味味味わうわうわうわう

 プラットホーム脇にはガーデンテラス風にテーブルとイスが置かれ、つかの間の休息

を楽しむにはなかなかのロケーションです。 

 駅舎を眺めながらのひとときもよいのですが、時間があれば、併設されている「鉄道歴

史展示室」を訪れてみてはいかがでしょう。外観と同様に明治時代の建築様式を模した

という館内は、無料で見学することができます。出土した遺構や汐留の歴史などが展示

される１階は、白壁の吹き抜けがまぶしい造りになっています。

 らせん階段を上がり二階の扉を開くと、厚手のカーテンで遮光された落ち着きのある

部屋が現れます。淡くてやさしい照明に雰囲気のある調度品が浮かんでいて、気分は

まさに明治時代にタイムスリップ、都心にいることさえ遠く感じられます。往時の雰囲気

には及ばないかもしれませんが、遠く明治に思いを馳せるにはとても良いスポットです。

丁寧に見て回れば、かなりの汐留通、鉄道通になれるのではないでしょうか。 

 
▲旧新橋停車場（プラットホーム側）

銀座線新橋銀座線新橋銀座線新橋銀座線新橋駅駅駅駅、、、、幻幻幻幻のののの地下地下地下地下ホームホームホームホーム

 小振りな車体で浅草と渋谷とを結ぶ地下鉄銀座線。この地下鉄銀座線の新橋駅に

「幻の地下ホーム」と言われるホームがあることをご存じですか？今から半世紀以上前

の昭和14年、当時は東京地下鉄道と東京高速鉄道の二つの地下鉄会社があり、東京

地下鉄道の浅草―新橋間が先に開通、後から東京高速鉄道が渋谷―新橋間を開通さ

せました。このとき線路をつないだ相互乗り入れが実現されず、東京高速鉄道が新しく

新橋駅を建設したため、二つの新橋駅が誕生したのです。ただ、乗客からは「乗り換え

が不便」との声があがったようで、結局、東京地下鉄道の新橋駅が使われることにな

り、新しいホームはわずか８ヶ月でその役目を終えてしまいました。「幻の」と言われるの

は、その短命さからきているのかもしれません。

 さて、この幻の地下ホーム、いったいどこにあるでしょう。実は現在の銀座線新橋駅7・

8番出口の近くに今でも車両を止めておくために残されているのです。数年前に行われ

た「新橋駅 幻のホーム見学会」で実際に幻のホームをご覧になられた方もいるかと思い

ますが、タイル貼りの壁に凛とした「新橋」の文字。当時としてはかなりお洒落なホーム

だったようです。

  虎ノ門駅から新橋駅に向かう途中、ガタガタッという音と共に車両が左右に揺られる

ところがあります。気づかれている人もいるのではないでしょうか。実は、現在の新橋駅

と幻の地下ホームとの分岐になるポイントを通過しているのです。先頭車両に乗り合わ

せたら、前方をのぞき込んでみては？運が良ければ暗闇の中、まっすぐに延びていく線

路とその先の「地下ホーム」が見られるかもしれません。

※０哩（ゼロマイル）標識新橋―横浜間に鉄道を建設する際に、新橋側の測量起点を示

すために打ち込まれた杭

「「「「日本初日本初日本初日本初のののの鉄鉄鉄鉄道道道道。。。。はたしてそのはたしてそのはたしてそのはたしてその運賃運賃運賃運賃はははは？」？」？」？」 

当時の運賃には、上・中・下の三等級があったようです。鉄道歴史展示室にある「旧新

橋停車場データベース」によれば、新橋─横浜間の運賃は、もっとも安い「下」で37銭5

厘。これは、当時の米1斗（約15kg）と同じ金額で、開業当初の鉄道は、庶民が気軽に利

用できるものではなかったようです。これ以外にも当時の賃金（運賃）表など、見ている

 
▲現存するモダンな駅名タイル

 
▲幻のホームと銀座線の車両 

（「新橋駅 幻のホーム見学会」より）



だけで楽しめる「旧新橋停車場データベース」。ここで話題を仕入れて職場や自宅で披

露、というのもよいのでは？

▲このページのトップへ

｜個人情報保護について [PDF]｜
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